
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
さ
つ
が
あ
り
、「
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
拡
大
の
中
で
、

菅
政
権
の
強
権
と
無
策
ぶ
り

が
誰
の
目
か
ら
も
明
ら
か
に

な
っ
た
１
年
で
し
た
。」
と
述

べ
「
菅
自
公
政
権
の
誤
り
が

明
ら
か
に
な
っ
た
新
自
由
主

０
０
％
支
給
さ
せ
る
。
要
請

行
動
が
必
要
で
す
。」
と
い
う

報
告
と
方
針
を
補
強
す
る
発

言
で
し
た
。
ま
た
、
関
西
支

部
・
本
多
委
員
長
か
ら
は
「
関

西
支
部
の
業
種
別
運
動
の
取

り
組
み
と
海
コ
ン
の
組
織
拡

大
宣
伝
、
生
コ
ン
労
働
者
の

処
遇
改
善
」
に
つ
い
て
発
言

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
大

阪
か
ら
関
西
支
部
・
杉
本
執

行
委
員
か
ら
は
「
生
コ
ン
日

雇
い
労
働
者
の
労
働
条
件
の

引
き
上
げ
、
正
規
社
員
の
賃

金
モ
デ
ル
の
確
立
」
に
つ
い

て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

建
交
労
第
２３
回
定
期
大

会
の
全
体
参
加
者
は
、
リ
モ

ー
ト
参
加
を
含
む
１
５
０
名

の
参
加
で
し
た
。
大
阪
か
ら

は
、
大
阪
府
本
部
・
鷹
巣
副

委
員
長
が
特
別
代
議
員
と
し

て
、
関
西
支
部
・
本
多
委
員

長
、
杉
本
執
行
委
員
、
大
阪

合
同
支
部
・
森
書
記
次
長
が

代
議
員
と
し
て
参
加
。
ま
た
、

全
国
建
設
関
連
部
会
は
、
大

阪
合
同
支
部
・
藤
田
執
行
委

義
を
乗
り
越
え
未
来
を
切
り

拓
こ
う
と
呼
び
か
け
、
そ
の

た
め
に
組
織
の
強
化
、
実
利

獲
得
、
総
選
挙
で
悪
政
を
変

え
る
と
い
う
３
つ
の
課
題
に

奮
闘
し
よ
う
」
と
表
明
し
ま

し
た
。
そ
の
後
に
廣
瀬
書
記

長
か
ら
第
１
号
議
案
・
２
０

２
１
年
度
方
針
案
、
経
過
報

告
、
秋
季
年
末
闘
争
の
提
案
、

第
２
号
議
案
・
一
般
会
計
報

告
・
共
済
会
計
報
告
、
３
号

議
案
・
２
０
２
１
年
度
予
算

案
、
第
４
号
議
案
・
ス
ト
権

を
含
む
そ
の
他
の
案
件
承
認

の
提
案
が
あ
り
、
休
憩
後
に

代
議
員
・
特
別
代
議
員
の
討

論
に
入
り
ま
し
た
。
初
日
に

は
、
建
交
労
大
阪
府
本
部
を

代
表
し
て
鷹
巣
副
委
員
長
が

討
論
に
参
加
し
、「
２
０
２
１

年
度
春
闘
で
の
組
織
拡
大
・

組
織
強
化
、
大
陽
液
送
・
大

田
貨
物
班
の
争
議
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
っ
て
副
反
応
が

出
た
場
合
に
会
社
に
対
し
て

特
別
休
暇
を
３
日
間
付
与
す

る
方
針
が
必
要
、
厚
生
労
働

省
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

副
反
応
が
出
た
す
べ
て
の
国

民
保
険
を
含
む
保
健
加
入
者

に
初
日
か
ら
傷
病
手
当
を
１

 

建
交
労
第
２３
回
定
期
大

会
は
、
８
月
２８
日
・
２９
日

（
土
・
日
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン

を
併
用
し
て
群
馬
県
安
中
市

で
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
に

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し

て
角
田
執
行
委
員
長
か
ら
あ
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員
が
部
会
長
と
し
て
リ
モ
ー

ト
で
参
加
、
関
西
支
部
・
藤

川
書
記
長
と
大
阪
府
本
部
・
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交
通
安
全
運
動
を
取
り
組
む

「
交
通
安
全
団
体
等
」
で
有

る
こ
と
の
意
義
と
、
公
共
工

事
の
現
場
ご
と
に
元
請
と
組

合
が
交
渉
し
適
正
単
価
の
改

善
・
過
積
載
の
根
絶
を
実
現

さ
せ
る
確
か
な
道
で
あ
る
こ

と
の
理
解
を
求
め
る
運
動
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

ま
た
、「
弱
肉
強
食
は
仕
方

な
い
」
と
す
る
発
注
者(

担
当

者)

の
考
え
に
対
し
、
日
本
の

建
設
業
界
に
求
め
ら
れ
る
改

革
は
、
政
治
家
・
官
僚
・
業

者
の
癒
着
構
造
に
メ
ス
を
入

れ
ら
れ
る
政
治
家
を
国
会
に

送
り
出
し
、
重
層
下
請
構
造

の
改
革
を
実
践
す
る
運
動
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
秋
は
総
選
挙
の
年
で

す
政
治
を
国
民
・
労
働
者
が

主
人
公
の
社
会
に
変
え
る
チ

ャ
ン
ス
を
活
か
す
運
動
に
奮

闘
し
ま
す
。 

  

す
る
た
め
、
ダ
ン
プ
持
ち
労

働
者
に
適
正
単
価
が
支
払
わ

れ
る
様
に
す
る
た
め
発
注
者

(

担
当
者)

が
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
や
問
題
点
の

意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。 国

の
積
算
基
準(

労
務
単

価)

は
、
２
０
１
２
年(

平
成

２４
年)

か
ら
９
年
連
続
・
全

国
平
均
５
３
．
５
％
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ダ
ン
プ
労
働
者
に
は
ほ

と
ん
ど
払
わ
れ
て
い
な
い
実

態
の
告
発
と
民
・
民
問
題
で

下
請
へ
の
単
価
改
善
の
指
導

が
出
来
な
い
と
す
る
。
回
答

へ
の
改
善
策
と
し
て
、
建
交

労
「
全
国
ダ
ン
プ
部
会
」
が
、

国
交
省
か
ら
お
墨
付
き
を
頂

い
て
い
る
ダ
ン
プ
規
制
法

１２
条
団
体
と
し
て
、
熱
心
に

近
畿
ダ
ン
プ
協
議
会(

滋
賀

ダ
ン
プ
支
部
・
関
西
ダ
ン
プ

支
部)

は
、
全
国
ダ
ン
プ
部
会

の
運
動
提
起
に
呼
応
し
、
今

年
で

２８
回
目
の
ダ
ン
プ
キ

ャ
ラ
ン
を
取
り
組
み
ま
し

た
。 ７

月

２９

日(

木)

京
都
府

か
ら
始
ま
り
、
翌
３０
日
が
滋

賀
県
、
８
月
２６
日(

木)

に
近

畿
地
方
整
備
局
・
大
阪
市
・

ネ
ク
ス
コ
西
日
本
関
西
支
社

と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍(

緊
急

事
態
宣
言)
を
理
由
に
オ
ン

ラ
イ
ン
交
渉
や
参
加
人
数
を

制
限
さ
れ
な
が
ら
の
交
渉
と

な
り
ま
し
た
。 

趣
旨
は
、
ダ
ン
プ
で
働
く

労
働
者
に
お
け
る
真
の
交
通

安
全
の
実
現
と
後
継
者
・
担

い
手
づ
く
り
の
課
題
を
実
践

荻
田
書
記
長
は
中
央
執
行
委

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権
利
侵
害
で
は
い
ず
れ
の
支

部
の
た
た
か
い
も
重
要
で
あ

り
、
大
阪
府
本
部
か
ら
各
支

部
に
支
援
協
力
を
引
き
続
き

要
請
す
る
。
衆
議
院
選
挙
に

つ
い
て
は
、
特
別
決
議
で
提

案
し
て
い
る
。
労
働
者
本
位

の
社
会
実
現
を
め
ざ
す
重
要

な
選
挙
で
す
。」
と
述
べ
、
討

論
を
ま
と
め
ま
し
た
。
提
案

さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は
、

圧
倒
的
多
数
の
拍
手
と
賛
成

で
成
立
し
ま
し
た
。
大
会
参

加
者
は
、
大
阪
府
本
部
役
員

１２
名
、
特
別
執
行
委
員
１

名
、
代
議
員
１８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
委
任
１８

名
で
し
た
。 

 

行
委
員
長
か
ら
「
こ
の
１
年
間
、

組
合
員
の
要
求
実
現
を
最
重
要

課
題
と
し
、
そ
の
た
め
の
保
障

と
な
る
組
織
拡
大
・
強
化
・
学

習
会
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
菅

政
権
は
、
９
月
３
日
に
自
民
党

総
裁
選
に
出
馬
せ
ず
退
陣
す
る

意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。
口
で

は
国
民
の
い
の
ち
を
守
る
コ
ロ

ナ
対
策
と
言
い
な
が
ら
、
現
実

は
コ
ロ
ナ
対
策
よ
り
経
済
対
策

を
優
先
し
、
国
民
の
声
を
聞
か

ず
、
い
の
ち
暮
ら
し
の
危
機
、

救
え
る
い
の
ち
が
救
え
な
い
と

 
建
交
労
大
阪
府
本
部
第
２３

回
定
期
大
会
は
、
９
月
１２
日

（
日
）
１３
時
か
ら
国
労
大
阪

会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、

大
阪
府
に
４
度
目
と
な
る
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
・
再
延

長
さ
れ
て
い
る
中
で
の
開
催

で
あ
っ
た
た
め
、
感
染
予
防

対
策
を
行
っ
た
中
で
開
催
し

ま
し
た
。
大
阪
府
本
部
第
２３

回
定
期
大
会
は
鷹
巣
副
委
員

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
、
議
長
に
は
大
阪
合
同
支

部
・
藤
田
氏
、
関
西
支
部
・

神
原
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
書
記
長
は

小
城
執
行
委
員
、
議
事
運
営

委
員
・
北
山
執
行
委
員
、
此

花
支
部
・
行
平
氏
、
関
西
ダ

ン
プ
支
部
・
中
川
氏
、
資
格

審
査
委
員
・
佐
藤
執
行
委
員
、

大
阪
鉄
道
本
部
・
植
田
氏
、

神
田
支
部
・
工
藤
氏
が
選
出

さ
れ
大
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
阪
府
本
部

執
行
部
を
代
表
し
て
前
村
執

い
う
深
刻
な
状
況
を
招
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
す
ま
す
格
差

と
貧
困
が
拡
大
す
る
一
方
、
大

企
業
の
内
部
留
保
が
さ
ら
に

７
兆
円
も
積
み
増
し
さ
れ
る

中
、
財
界
大
企
業
の
要
望
に
沿

い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
己
責
任
論

を
強
要
す
る
自
公
政
権
を
今

度
の
衆
議
院
選
挙
で
審
判
を

下
そ
う
！
そ
の
た
め
に
も
選

挙
に
行
っ
て
、
労
働
者
本
位
の

社
会
の
実
現
を
勝
ち
取
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後

に
荻
田
書
記
長
か
ら
、
一
般
経

過
報
告
・
２
０
２
２
年
度
運
動

方
針
案
・
秋
季
年
末
闘
争
の
提

案
、
前
村
委
員
長
（
財
政
担
当
）

か
ら
２
号
議
案
・
２
０
２
１
年

度
会
計
決
算
報
告
・
３
号
議

案
・
２
０
２
２
年
度
予
算
案
、

植
西
執
行
委
員
か
ら
４
号
議

案
・
第
２６
回
大
阪
府
本
部
委

員
会
の
委
員
選
出
基
準
、
５
号

議
案
・
上
部
団
体
へ
の
派
遣
、

高
橋
執
行
委
員
か
ら
第
６
号

議
案
・
２
０
２
２
年
度
重
点
要

求
・
課
題
で
の
ス
ト
権
確
立
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
休
憩
後
に

討
論
を
開
始
し
、
関
西
支
部
３

名
か
ら
発
言
が
あ
り
、「
ト
ラ

ッ
ク
・
生
コ
ン
部
会
の
１
年

間
の
活
動
報
告
と
免
許
取
得

制
度
の
確
立
、
ト
ラ
ッ
ク
労

使
セ
ミ
ナ
ー
の
訴
え
、
２１
春

闘
、
秋
に
行
わ
れ
る
衆
議
院

選
挙
に
つ
い
て
」
大
阪
合
同

支
部
か
ら
は
「
衆
議
院
選
挙

に
つ
い
て
、
南
海
ウ
イ
ン
グ

バ
ス
南
部
の
権
利
侵
害
に
つ

い
て
」
関
西
合
同
支
部
か
ら

は
「
組
織
拡
大
・
強
化
、
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
組
み

と
大
田
貨
物
班
の
た
た
か
い

の
報
告
」
な
ど
、
い
ず
れ
も

１
年
間
の
活
動
報
告
と
今
後

の
取
り
組
み
、
権
利
侵
害
、

衆
議
院
選
挙
の
重
要
性
に
つ

い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
終
了
後
、
休
憩
を
挟
ん

で
荻
田
書
記
長
か
ら
「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
運
動
を
す
す

め
、
要
求
実
現
出
来
た
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
権

利
侵
害
で
は
い
ず
れ
の
支
部

の
た
た
か
い
も
重
要
で
あ

り
、
大
阪
府
本
部
か
ら
各
支

部
に
支
援
協
力
を
引
き
続
き

要
請
す
る
。
衆
議
院
選
挙
に

つ
い
て
は
、
特
別
決
議
で
提

案
し
て
い
る
。
労
働
者
本
位

の
社
会
実
現
を
め
ざ
す
重
要

な
選
挙
で
す
。」
と
述
べ
、
討

論
を
ま
と
め
ま
し
た
。
提
案

さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は
、

圧
倒
的
多
数
の
拍
手
と
賛
成

で
成
立
し
ま
し
た
。 

 

大
会
参
加
者
は
、
大
阪
府

本
部
役
員
１
２
名
、
特
別
執

行
委
員
１
名
、
代
議
員
１
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
委
任
１
８
名
で
し
た
。 
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公
正
な
経
済
運
営
の
も
と
で

社
会
基
盤
が
脆
弱
化
し
、
危
機

対
応
喪
失
社
会
を
も
た
ら
し

た
」
と
指
摘
。「
誰
も
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
へ
と
転
換
で
き
る
の

か
、
せ
め
ぎ
合
い
の
情
勢
」
と

強
調
し
、「
選
挙
で
国
民
の
た

め
の
政
治
を
取
り
戻
そ
う
！

政
治
を
変
え
て
生
活
を
改
善

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
討
論
で
は
、
建
交
労
大
阪

府
本
部
・
阪
口
副
委
員
長
が
発

言
「
２１
春
闘
・
組
織
拡
大
・

強
化
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
方
針
の

補
強
」
を
行
い
ま
し
た
。
大
阪

労
連
第
５６
回
定
期
大
会
で
役

員
に
立
候
補
し
て
い
た
、
前
村

委
員
長
は
、
大
阪
労
連
共
済
幹

事
、
荻
田
書
記
長
は
大
阪
労
連

幹
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

が
多
く
の
い
の
ち
を
奪
い
、
労
働

者
・
国
民
の
暮
ら
し
と
雇
用
を
困

難
に
陥
れ
て
い
る
。
強
い
者
だ
け

が
報
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
市

場
に
ゆ
だ
ね
る
新
自
由
主
義
、
不

 

大
阪
労
連
第
５６
回
定
期

大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、「
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
後
押
し

し
、
私
た
ち
の
要
求
が
実
現

す
る
政
治
に
転
換
す
る
た
め

に
全
力
を
あ
げ
る
」
な
ど
と

す
る
２
０
２
２
年
度
運
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
に
菅
議
長
は

「
菅
首
相
の
身
勝
手
な
政
権

投
げ
出
し
は
、
ア
ベ
政
治
に

続
き
、
菅
政
治
を
支
持
し
な

い
と
い
う
世
論
に
抗
し
き
れ

な
い
、
独
善
と
楽
観
の
末
路
」

「
国
民
の
い
の
ち
を
蔑
ろ
に

す
る
自
公
政
権
と
維
新
の
会

な
ど
、
こ
れ
に
追
随
す
る
政

治
勢
力
や
政
策
を
続
け
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
菅

首
相
の
退
陣
で
リ
セ
ッ
ト
に

は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。
事
案
提
案
を
行
っ
た
嘉

満
事
務
局
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
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